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インターネット



ネットワーク と インターネット

「インターネット」が持つふたつの意味
1. 複数のネットワークを繋いだ「ネットワークのネットワーク」
2. (1)の意味でのインターネットが巨大化した全球的ネットワーク。
ふつうはこちらの意味

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88


IPアドレス
ドメイン名: DNS, host, whois (ja.wikipedia.org → 
103.102.166.224)
ホスト名: 機器の固有名.ドメイン名
プロトコル (TCP, UDP, HTTP, IMAP, SMTP, SCP, ...)

インターネット

https://ja.wikipedia.org/wiki/IP%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%AC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E5%90%8D
http://ja.wikipedia.org
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%9A%E4%BF%A1%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%AB


IPアドレス
0-255の範囲の数4つを組み合わせてピリオドで区切ったもので、インター
ネット上の通信機器を識別するための符号。情報の伝送に用いる。

主要なIPアドレス：学内のサーバのIPアドレスは131.112 で始まる
サーバの名前 サーバのIPアドレス

東工大ウェブサーバ 131.112.244.84

東工大ポータル 131.112.12.20

東工大メール受信用サーバ 131.112.12.17

東工大メール送信用サーバ 131.112.12.18

附属図書館ウェブサーバ 133.130.93.107

ある日調査した結果
なので、みなさんが
見るときには違って
いるかも知れません

https://ja.wikipedia.org/wiki/IP%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%AC%E3%82%B9


ドメイン名
ネットワークやそこに接続された機器を識別するための記号。アルファベッ
ト等をピリオドで区切ったものを利用する。人間には記憶しにくいIPアドレ
スにかわって記号化したものがドメイン名。

主要なホストのドメイン名とIPアドレス
サーバの名前 ドメイン名 サーバのIPアドレス

東工大ウェブサーバ www.titech.ac.jp 131.112.244.84

東工大ポータル portal.titech.ac.jp 131.112.12.20

東工大メール受信用サーバ mailv3.m.titech.ac.jp 131.112.12.17

東工大メール送信用サーバ smtpv3.m.titech.ac.jp 131.112.12.18

附属図書館ウェブサーバ www.libra.titech.ac.jp 133.130.93.107

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E5%90%8D


2018年5月ごろのドメイン名 → IPアドレス
ネットワークやそこに接続された機器を識別するための記号。アルファベッ
ト等をピリオドで区切ったものを利用する。人間には記憶しにくいIPアドレ
スにかわって記号化した。

主要なホストのドメイン名とIPアドレス
サーバの名前 ドメイン名 サーバのIPアドレス

東工大ウェブサーバ www.titech.ac.jp 49.212.234.52

東工大ポータル portal.titech.ac.jp 131.112.12.20

東工大メール受信用サーバ mailv3.m.titech.ac.jp 131.112.12.17

東工大メール送信用サーバ smtpv3.m.titech.ac.jp 131.112.12.18

附属図書館ウェブサーバ www.libra.titech.ac.jp 133.130.93.107



ドメイン名の構造 (1/2)
主要なトップレベルドメイン名
組織の種別を表すもの: .biz / .com / .edu / .gov / .info / .mil / .net / .org
企業 / 企業 / 米国教育機関 / 米国政府 / いろいろ / 米軍 / ネット基盤 / 団体
国と地域を表すもの: .cn / .de / .fr / .jp / .kr / .ru / .tw / .uk / .vn / .us
中国 / ドイツ / フランス / 日本 / 韓国 / ロシア / 台湾 / イギリス / ベトナム / 
米
他のドメイン名 ‒ ～.トップレベルという形式
ac.jp / co.jp / go.jp / or.jp / ne.jp ‒ 日本の主要な第二レベルドメイン
www.libra.titech.ac.jp ‒ 日本のドメイン(jp)の、学術界(ac)の、東工大(titech)の
、図書館(libra)の、ウェブサーバ(www) のように読める。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E5%90%8D
http://www.libra.titech.ac.jp/


ドメイン名の構造 (2/2)

XX: トップレベルのドメイン名
YY: XXドメインのなかの YY で表されるドメイン
YY.XX ‒ YY.XX はより大きな XX という組織の一部
ZZ: YY.XXドメインのなかの ZZ で表されるドメイン
ZZ.YY.XX はより大きな YY.XX という組織の一部
例：www.libra.titech.ac.jp

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E5%90%8D
http://www.libra.titech.ac.jp


メールアドレス再訪

tokodai.h.ab@m.titech.ac.jp において、実は
• m.titech.ac.jp はメールサービスのドメイン名だった
日本(jp)の、学術界(ac)の、東工大(titech)の、メールサービス(m)とい
う感じ



ドメイン名の構造についての学べば、この送信元の怪
しさは一発でお見通しだ！



DNS (Domain Name System) ‒ ドメイン名の解決

DNSはドメイン名を対応するIPアドレスに変換するシステム
Linux と Mac なら、ターミナルを起動して:
host www.libra.titech.ac.jp
Windows ならcmd.exeを起動して:
nslookup www.libra.titech.ac.jp



ウェブ



WWW（ウェブ）

インターネット上のサービスのひとつ。全球的ハイパーテキス
トシステム
ハイパーテキスト：文書にハイパーリンクと呼ばれる他の文書への参照を

埋め込むことで構成される網状の文書システムのこと。
WWWを構成する基礎技術
概念レベル: ウェブサーバ、コンテンツ、ウェブブラウザ
実装レベル: URL, HTTP, HTML, JavaScript

https://ja.wikipedia.org/wiki/World_Wide_Web


ウェブのサーバ、コンテンツ、ブラウザ

ウェブサーバ

ウェブ
コンテンツ

ウェブブラウザでサポートサイトを
開いた様子



URL / HTTP / HTML

URL: ウェブ上の文書を一意に示す名前
例: http://www.is.c.titech.ac.jp/edu/y2016/il1j/
HTTP: サーバとブラウザの間でウェブ文書を授受するためのプ
ロトコル（通信のやりとりの方式）
HTML: ウェブ文書の書式

er_Protocol

https://ja.wikipedia.org/wiki/Uniform_Resource_Locator
https://ja.wikipedia.org/wiki/Hypertext_Transfer_Protocol
https://ja.wikipedia.org/wiki/HyperText_Markup_Language


ウェブのサーバ、コンテンツ、ブラウザ
ウェブブラウザでサポートサイトを

開いた様子
ウェブサーバ

ウェブ
コンテンツ

http://www.is.c.titech.ac.jp/edu/y2016/il1j/

/edu/y2016/il1j/



ウェブのサーバ、コンテンツ、ブラウザ

ウェブサーバ

ウェブ
コンテンツ

http://www.is.c.titech.ac.jp/edu/y2016/il1j/day6//edu/y2016/il1j/day6/

ウェブブラウザでサポートサイトを
開いた様子



リンクをクリック = URLに相当する文書のリクエスト

www.is.c.titech.ac.jp

ウェブ
コンテンツ

www.is.c.titech.ac.jp さん、
/edu/y2016/il1j/day6/ を下さいな

http://www.is.c.titech.ac.jp/edu/y2016/il1j/day6/

http://www.is.c.titech.ac.jp


HTTP: ウェブ文書授受のプロトコル

www.is.c.titech.ac.jp

ウェブ
コンテンツ

www.is.c.titech さん、
/edu/y2016/il1j/day6/ を下さいな

/edu/y2016/il1j/

/edu/y2016/il1j/day6/

http://www.is.c.titech.ac.jp


HTTP: ウェブ文書授受のプロトコル

www.is.c.titech.ac.jp

ウェブ
コンテンツ

Ok! ほらよっ！

/edu/y2016/il1j/

/edu/y2016/il1j/day6/

/edu/y2016/il1j/day6/

https://ja.wikipedia.org/wiki/Hypertext_Transfer_Protocol
http://www.is.c.titech.ac.jp


HTTP: ウェブ文書授受のプロトコル

あっ、リンク先が
開いた！



URLの形式
http www.is.c.titech.ac.jp /edu/y2016/il1j/day6/

スキーム部 情報資源の 入手方法 http ‒ 標準的なウェブコンテンツの入手方法

ホスト部 ウェブサーバの ホスト名 www.is.c.titech.ac.jp ‒ 数理・計算科学系のウェブサーバ

パス部 サーバ内の 情報のありか /edu/y2016/il1j/day6/ ‒ ページの識別名

https://ja.wikipedia.org/wiki/Uniform_Resource_Locator


主要なウェブスキーム
説明 例

http 標準的なスキーム http://www.mizuhobank.co.jp/index.html

https SSLで保護されたhttp https://web.ib.mizuhobank.co.jp/servlet/LOGBNK0000000B.do

file 手元のコンピュータ上のファイ
ル file:///Users/hanako/Documents/report.docx

ftp 遠隔ファイル転送 ftp://ftp.jaist.ac.jp/pub/CTAN/systems/texlive/

mailto メールメッセージの作成メールアプリが起動する mailto:pm@kantei.go.jp

mailto:pm@kantei.go.jp?subject=


http vs. https
説明 例

http 標準的なスキーム http://www.mizuhobank.co.jp/index.html

https SSLで保護されたhttp https://web.ib.mizuhobank.co.jp/servlet/LOGBNK0000000B.do

file 手元のコンピュータ上のファイ
ル file:///Users/hanako/Documents/report.docx

ftp 遠隔ファイル転送 ftp://ftp.jaist.ac.jp/pub/CTAN/systems/texlive/

mailto メールメッセージの作成メールアプリが起動する mailto://pm@kentei.go.jp



http vs. https
説明 例

http 標準的なスキーム http://www.mizuhobank.co.jp/index.html

https SSLで保護されたhttp https://web.ib.mizuhobank.co.jp/servlet/LOGBNK0000000B.do

file 手元のコンピュータ上のファイ
ル file:///Users/hanako/Documents/report.docx

ftp 遠隔ファイル転送 ftp://ftp.jaist.ac.jp/pub/CTAN/systems/texlive/

mailto メールメッセージの作成メールアプリが起動する mailto://pm@kentei.go.jp



http vs. https
説明 例

http 標準的なスキーム http://www.mizuhobank.co.jp/index.html

https SSLで保護されたhttp https://web.ib.mizuhobank.co.jp/servlet/LOGBNK0000000B.do

file 手元のコンピュータ上のファイ
ル file:///Users/hanako/Documents/report.docx

ftp 遠隔ファイル転送 ftp://ftp.jaist.ac.jp/pub/CTAN/systems/texlive/

mailto メールメッセージの作成メールアプリが起動する mailto://pm@kentei.go.jp



HTML: ウェブ文書の書式
HTML形式の
文書

https://ja.wikipedia.org/wiki/HyperText_Markup_Language


HTML形式の記述（左）とその表示画面（右）
<!DOCTYPE html>
<meta charset="UTF-8">
<title>ウェブの歴史</title>
<h1>ウェブの歴史</h1>

<p>ウェブは1989年に<a href="http://cern.org/">CERN</a>の技術者であ
ったTim Berners-Leeによって提案されました。ウェブは1990年代半ばから
世界的に普及しました。今日ではウェブのない生活を想像することは難し
くなりつつあります。ウェブの登場によってもたらされた革命的な変化を
<it>Before Web/After Web</it>と言い表す人もいます。</p>

<p>ほかの重要な発見や発明と同じようにウェブも、ある日、突然、天才的
な人がすべてを作ったわけではありません。ウェブ技術の基礎となるいく
つかの研究の流れ、ウェブという概念が生まれた背景、そしてウェブが登
場してからそれが世の中に受け入れられるまでを見ていきたいと思います
。</p>

<h1>参考になるウェブページ</h1>
<ul>
<li><a href="http://www.w3c.org/">World Wide Web Consortium</a>,
ウェブの標準化を進めている団体。</li>
<li><a 
href="http://www.w3.org/pub/WWW/History/1989/proposal.html">
Information Management: a Proposal</a>, Tim Berners-Lee が最初にWorld 
Wide Webの概念を提唱したレポート。</li>
</ul>

https://titechcomp.github.io/y21-il1j/6/sample.html

https://titechcomp.github.io/y21-il1j/6/sample.html


ウェブ技術の変遷



静的ウェブの時代（～2003）

ウェブサーバにHTML形式で用意した文書をアップロードし、
みなさんに見ていただく。
文書の内容はほとんど変化しない
文書を用意した筆者とそれを読む多数の読者のあいだの非対称な関係
現代的なシステムでは、すべてのユーザが筆者であり同時に読者でもあ
る。(c.f. twitter, facebook, flickr, YouTube)



動的ウェブの時代 (Web 2.0: 2004～2008)

静的ウェブ (Web 1.0) 動的・ソーシャルウェブ (Web 2.0)

静的なHTML情報 データベースから動的に生成された内容 SNS: 
facebook, twitter

受動的な情報の消費 ウェブのユーザによる情報発信: Flickr, Hatena, 
Vimeo, Wikipedia, YouTube, 初音ミク

個人的な情報消費 ソーシャル機能: コミュニティ／グループ、評価（ブック
マーク、お気にいり、レビュー、コメント)、タグ、推薦

個人的なブックマークと継続的な再訪 検索、情報拡散の仕掛け (RSS feed)

そもそも対話性がないか、もっさり (OCWとか？
)

対話性: JavaScript/軽量非同期通信 Google 
Map, ウェブ版ゲーム

https://ja.wikipedia.org/wiki/JavaScript


静的ウェブ HTML 動的ウェブ (Web 2.0) 簡易エディタ

<p>ウェブは1989年に<a href="http://cern.org/">CERN</a>の技術者であ
ったTim Berners-Leeによって提案されました。ウェブは1990年代半ばから
世界的に普及しました。今日ではウェブのない生活を想像することは難し
くなりつつあります。ウェブの登場によってもたらされた革命的な変化を
<it>Before Web/After Web</it>と言い表す人もいます。</p>

<p>ほかの重要な発見や発明と同じようにウェブも、ある日、突然、天才的
な人がすべてを作ったわけではありません。ウェブ技術の基礎となるいく
つかの研究の流れ、ウェブという概念が生まれた背景、そしてウェブが登
場してからそれが世の中に受け入れられるまでを見ていきたいと思います
。</p>



ブログ
記事

写真

音楽
辞典の
項目

映像

ソフト
ウェア



Amazonレビューに見るソーシャル機能



Amazonレビューに見るソーシャル機能



Amazonレビューに見るソーシャル機能



Amazonレビューに見るソーシャル機能



Amazonレビューに見るソーシャル機能


